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【第4部】

分析機能Analytic V3の活用方法
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Analytics V3

◆膨大なデータを即座に分析

◆多様なグラフやチャートで表現

◆分析項目やグラフの詳細をカスタマイズ

◆PatBaseユーザでない方にもグラフを共有可能

競合、市場動向調査や特許
戦略社内レポート作成に最適！



グラフ名 分析例 グラフのイメージ グラフ名 分析例 グラフのイメージ

件数推移
時系列マップ

母集団における
出願・登録数の
年推移

ポートフォリオ

母集団における
発行・出願・登
録数の年変化か
ら技術開発の進
展状況を把握

ランキング
母集団における
出願・登録数の
上位企業の把握

バブルチャート
特定技術分野に
関する出願数と
年推移

構成比

特定の技術に関
する出願人の
シェア状況の把
握

キーワードランド
スケープマップ

母集団において
頻出するキー
ワードを視覚的
に把握

分析チャート例
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グラフ名 分析例 グラフのイメージ グラフ名 分析例 グラフのイメージ

件数推移

母集団における
上位出願人の出
願推移をまとめ
て把握

レーダー
チャート
分布図

複数の技術分野
の各年における
出願件数の把握
母集団における
各国での出願・
登録状況の把握

コンパラマップ
特定の出願人間
における技術項
目の優劣把握

分布図
母集団における
各国での出願・
登録状況の把握

引用ネットワーク

他分野や同じ分
野で新たな影響
力を持つ企業の
特定・把握

分析チャート例

さらに複数の項目を組み合わせ・比較しながら分析を行うこともできます
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アクセス方法

②Snapshot

①Analytics V3

結果集合の即時分析

2軸、3軸での詳細分析

～アクセス～

又は
表示画面から

・検索履歴⇒さらに…⇒PatBaseアナリティクス
スナップショット
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分析事例

# 検索式 結果

Fターム を用いた検索

1
JCT=(2E185/AA07) and JCT=(2E185/CC32 or 2E185/CC33 or 
2E185/CC34) and
FT=((*ポケット* or *スロット* or 収容 or 収納 or 挿入) w50 (湿 or 濡 or 水))

175

FI, CPC, IPC を用いた検索（日本語・英語の混在検索）

2

(JCI=(A62B18/02/C or A41D13/11*) or CPC=(A62B18/02 or 
A41D13/11*) or IC=(A62B18/02 or A41D13/11)) and 

(FT=(((内面 or 内側 or 内部) w30 (*ポケット* or *スロット* or 収容 or 収納 or 
挿入) w100 (湿 or 濡 or 水))) or

FT=((inside or inner) w15 (pocket! or slot! or insert* or attach*) 
w50 (moist* or humid* or humec* or wet or water)))

474

３ 1 or 2 572
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次頁からはセミナーでは投影していないAnalytics V3に関する補足事項です。
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ダッシュボード

国×出願人、分類×年など
2軸、3軸での分析が可能

分析項目も幅広く様々な
観点から分析が可能

ダッシュボードは分析概要を表示し､
各ウィジェットに詳細が示されます
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ダッシュボード設定

• リンクアイコン – 対応する詳細なチャートに飛びます
• フリップアイコン – 棒グラフの表示形式を水平又は

垂直に切替（該当する場合）
• トグルアイコン – データラベル上にその数値を表示
• 拡大アイコン – チャートを拡大して全画面表示
• 最小化アイコン – ウィジェットを最小化
• クローズアイコン – ウィジェットを削除

分析集合に名前を付けて保存が可能
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チャート構成
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チャート設定

表示グラフをカスタマイズ

表示されるタイトル名や色の変更可能

※チャート設定の項目は分析項目によって異なる場合があります
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チャート設定

表示させたい数を選択 国、出願人、発明者もしくは分類コード
のグループを編集/適用

各チャートごとに共有・出力が可能

チャートレイアウトの表示設定
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チャート設定Tips

“Families”→その年/国*において公報が発行されたPatBaseファミリー件数をカウント。

“Applications”→その年/国*において出願された件数(出願年/国で集計)をカウント。

“Grants”→その年/国*において登録された件数(登録公報の発行年/国で集計)をカウント。

*分析選択する項目によって異なります。(国、年、出願人、発明者、分類等)

メトリックの捉え方



14

年→国の分析にてメトリックを「Families」にした場合

発行年と国にて集計します。(黄枠)
この場合ファミリーにはJPとUSの公報がありJPには2014年、2018年、
2020年、2022年にUSには2014年と2017年に発行された公報がファミ
リーに含まれますのでそれぞれでカウントしています。

*カウント数はあくまでファミリー数になりますのでファミリー内のJPにおいて
2020年の発行公報が2件あってもカウントは1となります。
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年→国の分析にてメトリックを「Applications」にした場合

出願年と国にて集計します。(赤枠)
このファミリーではJPにおいて2014年の出願が2件、2018年の出願が1件
そしてUSにて2014年の出願が1件ありますのでそれぞれでカウントしチャート
を生成します。
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チャート設定

・年間チャートは四半期ごと
に分解して表示が可能
・18か月間の公開遅延期
間の切替も可能
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グループ化

• 出願人、発明者、国＆分類コードを
グルーピングでチャートを最適化

• クライアントや上司へ共有する前に
分析結果を整理

• 簡単に処理が可能
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比較

最大4つの分析を一度

に比較することが可能
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比較

論理和(OR検索)式から
比較分析を行うことも可能

5番目の比較分析項目を追
加すると最も古い分析が押
し出さられ追加分析項目が
一番右に追加されます
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検索履歴

分析履歴は分析メニューの
”あなたの検索”に過去の
検索履歴を保存されます. 

“表示”をクリックしてダッシュボード
ページで分析を開くことができます。
ダッシュボードに表示される分析は
最新の情報に更新されます

保存された検索の横には
様々なオプションメニュー
があります
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出力・共有

リンクを作成して共有することも可能
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出力・共有

同僚やクライアントと共有できるレポートを自動で
作成します。
レポートはPDF、Word、またはPowerPoint
ファイルとしてエクスポートすることができます。



23

備考

◆制限がある分析項目◆
・引用ネットワーク ⇒ 最大500ファミリーを対象
・キーワードクラスタリング ⇒  最大10,000ファミリーを対象
・キーワードランドスケープ ⇒  最大3,000ファミリーを対象

分析数に制限はないが一部分析項目は制限あり

*コンセプトはIPC分類を使い抽象的な概念(コンセプト)で導き出されたキーワードであり、
その領域の基本的な理解に基づき構築

※ランドスケープではクラスタリングタイプをキーワードorコンセプトに切り替えての分析が可能

キーワード分析における分析範囲

タイトルと抄録内で見つかった最も発生回数の高いキーワード又は上位分類コードから意味的に派
生した最も頻繁に発生するキーワードコンセプト*を表示


